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 2007年 12月 7日、エル・おおさか（大阪府立労働セ

ンター）7階・701号室において第 42回空間情報話題交

換会を開催しました。今回は、「統合型 GIS の臨界点を

めざして～共用空間データの構築と自治体 GISを持続さ

せるための課題～」というタイトルで、富田林市 政策

推進室 浅野 和仁様に講師をしていただきました。 

 

 浅野様が準備してくださいました資料をもとに、二部

構成で講義していただきました。第一部では「共用空間

データの構築」として、富田林市の GISデータ構築に関

する経緯から構築の際の留意点等について、第二部では、

「共用空間データの更新に向けて」というタイトルで、

精度を維持(向上)するためにどの様な手法があるか、そ

して、現在取り組まれている精密オルソ等を用いた最新

の更新手法について講義していただきました。 

行政が取り組まれている GISの考え方や新しい更新手

法の考え方等について大変貴重な講義でした。 

 

 当日は、学生・官公庁職員・企業等の方々が総数 38

名も参加し、満員の講義となりました。 

 本講習会は、地理情報システム学会「GIS 上級技術者

の教育達成度」履修ポイントの認定を受けており、終了

後に参加者へ認定書が配布されました。 

 

 最後に、講師をしてくださいました富田林市 政策推

進室 浅野 和仁様に御礼申し上げます。 
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写真―2 講義風景 

写真―1 満員の会場の様子 


